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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
令
和
最
初
の
新

春
を
清
々
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
社
協
会
費
、
共
同
募
金

を
は
じ
め
本
会
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
度
重

な
る
豪
雨
等
に
よ
り
多
く
の
災
害
が
発

生
し
、
特
に
台
風
19
号
で
は
当
村
を
含

め
近
隣
市
町
村
に
多
く
の
被
災
者
が
発

生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
義
援

金
及
び
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
環
境
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
様
々
な

要
因
に
よ
り
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、

地
域
福
祉
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
住
民
の
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
村
民
の
皆
様
や
行
政
、

関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
、
職
員
一
同

更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

会
　
長
　
藤
木
　
博
吉

今年も社協をよろしくお願いします

被災経験を生かした支援活動を行いました

〈社協会費・共同募金実績報告〉 ご協力ありがとうございました！

　10 月に発生した台風 19 号災害の被災者支援のため、栄村社協
では飯山市及び長野市へ職員を派遣いたしました。また、ボランティ
ア活動保険への加入を促進し、12 月までに計 6 回、村民の皆様と
ともにボランティア活動や炊き出しを行いました。村内に設置した義
援金箱には 12 月までに約 270,000 円が集まり、日赤県支部へ送
金するなど、栄村の震災復興支援への恩返しの思いを届けました。

　社協の貴重な自主財源となる会費と 10 月から始まった赤い羽根共同
募金。多くの村民の皆様にご協力いただきましてありがとうございます。
今年度、社協会費は 525,600 円集まりました。地域福祉の推進の一
助に活用させていただきます。赤い羽根共同募金につきましては、目
標額 390,000 円のところ、戸別募金、法人募金等合わせて 407,319
円集まりました（内訳右グラフ参照）。こちらは、高齢者交流事業（3 ペー
ジ目上段記載の『もみじ交流会』）や小中学校 PTA 人権教育事業等に活用
しております。また、募金の一部は災害が発生した際のボランティア活
動支援準備金として積み立てられています。

戸別募金
252,656 円
（62％）

戸別募金
252,656 円
（62％）

法人募金
122,000 円
（30％）

法人募金
122,000 円
（30％）

職域募金
32,663 円
（8％）

職域募金
32,663 円
（8％）

募金元内訳 合計 407,319円
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栄村の在宅介護をきぼうあるものに栄村の在宅介護をきぼうあるものに

福　祉
サービス

新
た
な
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

「
宅
幼
老
所
き
ぼ
う
」が
開
業
し
ま
す

　

白
鳥
地
区
の
国
道
沿
い
に
新
築
さ
れ
た
「
宅
幼
老
所
き

ぼ
う
」
は
、
栄
村
の
新
た
な
在
宅
介
護
施
設
と
し
て
、
令

和
２
年
２
月
よ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始
予
定
で
す
。
当
初
は
介

護
保
険
に
よ
る
高
齢
者
の
方
の
ご
利
用
か
ら
で
す
が
、
今

後
は
共
生
型
施
設
と
し
て
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
お
子

さ
ん
た
ち
も
、
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
暮
ら
し
な
が
ら
さ

ま
ざ
ま
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
運
営
は一般
社
団
法
人
き
ぼ
う（
代
表
理
事
：

半
藤
則
子
）
が
行
い
ま
す
。（一社
）
き
ぼ
う
と
社
協
は
平
成

29
年
度
の
村
営
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
と
併
せ
て
、
２
施

設
の
事
業
に
つ
い
て
の
綿
密
な
計
画
を
立
て
準
備
し
て
き

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
人
口
千
８
百
人
あ
ま
り
の
栄
村
で

は
利
用
対
象
者
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
産
人
口

も
少
な
く
、
介
護
に
携
わ
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
無
計
画
に
複
数
の
施
設
が
運
営
さ
れ
れ
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
一方
で
、
現
在
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
だ
け
で
は
、
村
内
の
在
宅
介

護
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
い
状
況
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

は
待
っ
た
な
し
で
し
た
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
会
社
で
あ
る
（一社
）
き
ぼ
う
は
、

こ
の
３
年
あ
ま
り
、
栄
村
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
運
営
に
携
わ
り
、
介
護
人
材
の
確
保
と
育
成

を
推
進
し
て
、
２
拠
点
で
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
備
え
ま
し
た
。

民
間
事
業
者
ら
し
い
発
想
で
２
施
設
の
介
護
支
援
、
機
能

維
持
訓
練
、
そ
し
て
看
取
り
が
し
っ
か
り
と
行
え
る
体
制
を

徐
々
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
地

域
福
祉
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
社
協
も
引
き
続
き

連
携
し
て
施
設
の
持
続
的
な
運
営
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

　
「
き
ぼ
う
あ
る
仕
事
（
職
場
）、
き
ぼ

う
あ
る
福
祉
、
き
ぼ
う
あ
る
栄
村
の

実
現
を
目
指
す
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

３
年
前
の
平
成
29
年
１
月
11
日
に
（一

社
）
き
ぼ
う
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
栄
村
社
会
福
祉
協
議
会
と一
緒
に

高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
）
の
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
と
も
に
栄
村
の
在
宅
介
護
に
つ
い

て
考
え
て
き
ま
し
た
。

　
「
宅
幼
老
所
き
ぼ
う
」
は
、
栄
村
が

必
要
と
す
る
「
共
生
型
介
護・看
護
サ
ー

ビ
ス
」、「
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
よ
ろ

ず
相
談
・
支
援
」、「
地
域
の
皆
様
の
さ

ま
ざ
ま
な
交
流
」
の
拠
点
と
で
き
る
よ

う
職
員
と
と
も
に
か
ん
ば
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  (

一社)

き
ぼ
う
代
表
理
事　

半
藤　
則
子

（一社）きぼうは栄村の介護を担う人材を募集しています。できるだけ地域で生まれ育った方に活躍していただきたいと願い、都会に負けな
い多様な勤務形態、働きやすい職場環境、しっかりとした研修制度を整備しています。民間だからこそできる柔軟で創意工夫のあるサービス
を充実させ、栄村の介護、福祉を一緒に担っていただける方をお待ちしています。お問い合わせ　☎ 0269-87-2950 ／　  info@kibou.care

宅幼老所きぼうは 2 月 1 日に「小規模多機能型居宅介護」事業所として宅幼老所きぼうは 2 月 1 日に「小規模多機能型居宅介護」事業所として
栄村の指定（認可）予定です。これは介護度が高くなっても自宅を基本栄村の指定（認可）予定です。これは介護度が高くなっても自宅を基本
とした生活が継続できるように支援する介護サービスです。この施設ととした生活が継続できるように支援する介護サービスです。この施設と
契約するだけで、施設に通ったり、訪問を受けたり、あるいは短期間の契約するだけで、施設に通ったり、訪問を受けたり、あるいは短期間の
宿泊を利用して食事、入浴などの介護や支援が受けられます。建物も「施宿泊を利用して食事、入浴などの介護や支援が受けられます。建物も「施
設」というより家庭的なつくりで、顔なじみの職員が介助に入ることから、設」というより家庭的なつくりで、顔なじみの職員が介助に入ることから、
環境の変化にうまくなじめない、認知症などの方にも向いています。ご環境の変化にうまくなじめない、認知症などの方にも向いています。ご
利用のご相談は「宅幼老所きぼう」ケアマネジャー（0269-87-2951）まで。利用のご相談は「宅幼老所きぼう」ケアマネジャー（0269-87-2951）まで。

震災後、社協に設置された「総合サポート震災後、社協に設置された「総合サポート
センター」の復興支援活動（栄村の資源開発、センター」の復興支援活動（栄村の資源開発、
雇用創生、安心できる地域づくり）につな雇用創生、安心できる地域づくり）につな
がるものとして平成 27 年度末からこの創がるものとして平成 27 年度末からこの創
業に対する支援を行ってきました。復興支業に対する支援を行ってきました。復興支
援事業は終了しましたが、地域の多くの方援事業は終了しましたが、地域の多くの方
のご理解とご支援、きぼう職員の努力で地のご理解とご支援、きぼう職員の努力で地
域住民による居宅介護施設が実現しました。域住民による居宅介護施設が実現しました。

千曲
川

JR信濃白鳥駅

JR飯
山線

㈲カートップ様

飯栄建設様

㈱ミスズライフ
白鳥工場様

東大滝
橋

408

コンビニエンス
たきざわ様

117

◀ 

飯
山
市

▶ 

津
南
町



3 栄村 社協だより3 栄村 社協だより

住み慣れた自宅を中心とした生活をいつまでも安心して続けたい
栄村に初めて誕生した「宅幼老所」という福祉拠点が果たす役割特 集

「宅幼老所」はいつでも通ってもらったり、「宅幼老所」はいつでも通ってもらったり、
泊まってもらったりと、近所の家に遊びに行泊まってもらったりと、近所の家に遊びに行
く感覚、家族・親戚宅のように過ごせる第二く感覚、家族・親戚宅のように過ごせる第二
の我が家のような存在。しかし、介護報酬等の我が家のような存在。しかし、介護報酬等
の対象にならない部分もあり事業者は経営にの対象にならない部分もあり事業者は経営に
工夫を重ねながら取組みを続けてきました。工夫を重ねながら取組みを続けてきました。
※写真は「宅老所はいこんちょ」（栃木県）※写真は「宅老所はいこんちょ」（栃木県）

高齢者
福　祉

村
長
と
の
懇
談
会
は

質
問
・
要
望
続
々
と

　

毎
年
恒
例
の
村
長
や
社
協
理
事
と
の
懇

談
会
「
も
み
じ
交
流
会
」
を
、
11
月
16
日
に

さ
か
え
倶
楽
部
ス
キ
ー
場
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
村
内
の
70
歳
以
上
の一人
暮
ら
し
及

び
高
齢
夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に

約
40
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
前
半

の
懇
談
会
で
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
や

す
い
村
づ
く
り
の
た
め
の
質
問
や
要
望
が

参
加
者
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
、
村
長
や
役

場
担
当
課
が
そ
の
場
で
回
答
し
、
必
要
な

場
合
は
後
日
役
場
担
当
職
員
に
よ
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
も
行
い
ま
し
た
。
後
半
の
交

流
会
で
は
、
昼
食
や
お
酒
を
交
え
な
が
ら
、

他
の
地
区
の
方
や
村
長
と
の
会
話
や
催
し

物
の
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
で
寒
さ
を
吹
き
飛

ば
す
く
ら
い
熱
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

懇談会では男女問わず様々な質問や要望が村懇談会では男女問わず様々な質問や要望が村
長や担当課へ寄せられ、よりよい村づくりへ長や担当課へ寄せられ、よりよい村づくりへ
の期待や関心の高さがうかがえました。の期待や関心の高さがうかがえました。

　

宅
幼
老
所
（
ま
た
は
宅
老
所
）
と
は
『
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
が
、
家
族
や
近
隣
住

民
と
共
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る

た
め
の
、
安
全
で
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
も

と
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細

や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地
域
ケ
ア

拠
点
の
総
称
』（
長
野
県
Ｈ
Ｐ
よ
り
）
で
、
介

護
保
険
制
度
に
よ
る
施
設
が
整
備
さ
れ
る

前
か
ら
「
地
域
の
身
近
な
福
祉
の
拠
点
」

と
し
て
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
介
護
が
必

要
な
方
に
加
え
て
、
お
子
さ
ん
な
ど
何
ら

か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
１
人
ひ
と
り
の

生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
取
組
を

行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
近

年
は
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
も
地
域
共
生
型

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と
し
て
宅
幼
老
所
の
活

用
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

白鳥地区に誕生した「宅幼老所」。初めて耳にした方も多いようですが、昔からある地域の福祉
拠点として長野県内にも400 カ所近く存在します。古いけれど、今、新しい取組みなのです。

も
み
じ
交
流
会

も
み
じ
交
流
会
で
の
で
の

　
　
　
　
質
問
事
項

　
　
　
　
質
問
事
項

　
こ
の
ほ
か
、
道
路
の
拡
幅
や
舗
装
等
に

つ
い
て
の
要
望
が
あ
り
、
後
日
役
場
担
当

職
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
現
地
調
査
を
実
施

し
、
質
問
者
へ
回
答
い
た
し
ま
し
た
。

津
南
町
と
の
県
境
に
あ
る『
宝
山
荘
』

前
の
道
路
改
良
に
つ
い
て

令
和
元
年
に
実
施
設
計
の
た
め
の
測

量
に
着
手
、
工
事
着
手
は
未
定

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
農
地
の
令
和

２
年
の
作
付
け
に
つ
い
て

作
付
け
開
始
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う

に
村
の
単
独
事
業
で
対
応

冬
期
間
の
除
雪
等
に
お
け
る
集
落
の

人
手
不
足
に
つ
い
て

村
の
道
路
除
雪
事
業
や
他
集
落
か
ら

の
人
員
派
遣
を
含
め
対
応

冬
期
間
の
除
雪
に
つ
い
て

除
雪
作
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て
も
含

め
協
力
員
に
て
対
応

秋
山
〜
津
南
間
の
デ
マ
ン
ド
交
通
の

ダ
イ
ヤ
変
更
に
つ
い
て

現
在
朝
一
便
だ
け
は
乗
り
換
え
な
し

で
大
割
野
ま
で
行
け
る

津
南
町
が
新
し
い
体
制
を
検
討
中

村
の
告
知
放
送
の
音
声
に
つ
い
て

現
在
は
自
動
音
声
だ
が
小
中
学
生
に

や
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
含
め
検
討

集
落
の
交
流
の
場
に
つ
い
て

白
鳥
に
建
設
中
の
小
規
模
多
機
能
施

設
等
の
活
用
を
含
め
検
討

教
育
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て

生
徒
と
の
懇
談
会
等
を
開
催
し
必
要

経
費
の
計
上
を
要
請
済
み

QQAAQQAAQQAAQQAA QQAAQQAAQQAA QQAA

「宅老所はいこんちょ」を運営する小林敏志氏（志久見出身）による介護をテーマにした講演会（栄村主催／入場無料）
が 3 月 14 日㈯ 14 時からかたくりホールで行われます。どなたでもでご参加いただけますので、どうぞお越しください。
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この「社協だより」は、みなさまからの赤い羽根共同募金により、発行しています。

　

私
が
協
力
隊
と
し
て
様
々
な
業
務
に

携
わ
り
始
め
て
早
３
年
。
こ
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
を
書
く
の
も
今
回
で
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
３
月
の
任
期
満
了
ま
で
地

域
の
支
え
合
い
を
よ
り
強
固
な
も
の
に

す
る
為
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
体
の

衰
え
を
防
ぐ
運
動
を
楽
し
く
学
ぶ
『
い

き
い
き
サ
ロ
ン
』
に
携
わ
っ
て
い
る
ほ
か
、

手
細
工
教
室
『
い
き
い
き
会
』
の
開
催

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
「
会
い
に
行
け
る
協
力
隊
」
に
ぜ

ひ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
活
動
を
支
え
て
頂
き
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

6
協
力
隊
任
期
間
近
！

協
力
隊
任
期
間
近
！

集
大
成
の
福
祉
事
業

集
大
成
の
福
祉
事
業

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
社
協
活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
元
号
が
令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の
年
越
し

と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
村
内
に
も
被
害
の
あ
っ

た
台
風
19
号
な
ど
多
く
の
災
害
が
発
生
い
た
し
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
、
毎
年
の
よ
う
に
大
き
な
災
害
が
あ

る
な
と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
こ

う
い
っ
た
中
で
も
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
ま

た
、
村
外
や
県
外
に
い
る
ご
親
族
様
に
も
安
心
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
地
域
福
祉
の
推
進
に
今
年
も
栄

村
社
協
は
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
平
穏
な
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

●
心
配
ご
と
相
談
会

	　

1
／
23	

旧
医
師
住
宅

	　

3
／
24	

旧
医
師
住
宅

●
そ
の
他

　

1
／
25
〜
1
／
26

	
	

キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
in
栄
村

	
	

（
ト
マ
ト
の
国 

他
）

　

3
／
14	

介
護
職
員
研
修
会

	
	

（
栄
村
役
場
）

1月

〜

4月

いきいきサロンで運動を楽しく学ぶ事にいきいきサロンで運動を楽しく学ぶ事に
よって代謝が良くなり、普段のご飯がいつよって代謝が良くなり、普段のご飯がいつ
も以上に美味しく感じるようになります。も以上に美味しく感じるようになります。
夜もぐっすり眠れるので気持ちの良い生活夜もぐっすり眠れるので気持ちの良い生活
を送る事が出来ます。を送る事が出来ます。

栄村社協に寄せられた善意
（令和元年５月から令和元年 12 月まで）

●寄付金
　匿名…………………… 1,000 円
　匿名………………… 100,000 円
●寄贈品
　使い捨てふきん
　福祉用具カタログ（右参照）

寄付いただきました。
厚く御礼申し上げます。

　
日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
の
労
働
組
合
に

よ
る
福
祉
施
設
へ
の
支
援
事
業
『
社
会
交
流

活
動
』
に
よ
り
、
栄
村
高
齢
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
様
が
使
用

さ
れ
る
歩
行
器
等
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。


